
仲間との関係性の中で
⾃分の⽣き⽅を⾒つめる

授業デザイン
令和６年８⽉22⽇
岐⾩県可児市⽴蘇南中学校 ⻘⼭岳史

東京学芸⼤学先端教育⼈材育成推進機構
外国⼈児童⽣徒教育推進ユニット 研修B 第３回



本⽇の内容

１．本校の国際教室
２．総合的な学習の時間
３．特別の教科「道徳」
４．⽇本語指導



岐⾩県可児市
県下最⼤規模の可児⼯業団地

市内に⾃動⾞等の製造業→外国籍労働者の受け⼊れ

1990年代 ⽇系ブラジル⼈市⺠の急増

→集住地域の⼩中学校に⽇本語適応指導教室開設

2003年〜 フィリピン⼈市⺠の増加

→可児市として「不就学ゼロ」の取り組み

2005年 初期指導適応教室「ばら教室KANI」開設

令和5年4⽉には外国籍市⺠が約８.４％（8471⼈）



１.本校の国際教室
・全校⽣徒の約2割(209名)が外国につながりのある⽣徒
・⽇本語指導が必要な85名が国際教室へ通う
・週に４〜８時間を国際教室で「取り出し」
・初期指導と教科の統合学習（⽇本語•国•数•社）
・週1回の「道徳」の時間は学年ごとに全員集合



国際教室の授業

⽇本語初期適応教室 ばら教室KANI を卒業

⽇本語初期指導教室 週４h

⽇本語２ 週２h

国語（各学年）週２h 数学（各学年）
週２h

社会（各学年）
週２h

道徳
（各学年）
１h

在籍学級で全ての授業を受ける

国
際
教
室



⼦どもの⽇本語教育の課題

A︓学校⽣活や社会に適応
B︓認知的な発達の⽀援
C︓アイデンティティの形成
や⾃⼰実現



２．総合的な学習の時間

「あこがれの⽣き⽅」
を考えよう

対象︓国際教室の1年⽣



国際教室に通う１年⽣（23名）の滞⽇期間
・⽇本⽣まれ・・・・４⼈
・４年〜１１年・・・７⼈
・１年〜３年・・・・７⼈
・１年未満・・・・・５⼈

⾃宅を購⼊して、定住志向の家庭
⽇本⽣まれ、⽇本育ちの⽣徒 →増加傾向



（在籍学級と同じ内容と時間＋α 国際での練習１〜２時間）

１．あこがれの⼈を調べる
２．あこがれの⽣き⽅を書く
３．プレゼンを作る
４．在籍クラスの仲間に発表

「あこがれの⽣き⽅」指導計画
国際で「取り出し」



⼦どもが学ぶ環境づくりの視点
u①この授業をする意図を伝える
u②⺟語でも考えることができる環境づくり
u③考えるためのフレームを⽤意
u④習得したい⽇本語の表現を焦点化
u⑤ICTを活⽤できる環境を作る
u⑥通訳さん、担任の先⽣と連携
u⑦国際教室で練習して在籍学級へつなげる

情意⽀援

表現⽀援



①授業の意図と計画を伝える
u「あこがれの⽣き⽅」を学ぶ理由
→理想の⽣き⽅を明確にする
→⾃分の将来について考える

u活動の出⼝（⾔語活動）
→「あこがれる⽣き⽅」を在籍学級で発表

情意⽀援

活動の出⼝となる⾔語活動を提⽰



②⺟語でも考えることができる環境

学習プリントを多⾔語化



③考えるためのフレーム
u発表内容の型を提⽰

(1) あこがれの⽣き⽅
(2) あこがれる⼈
(3) あこがれる理由
(4) これからの⾃分

マッピング
→あこがれる⼈の⼈物像

⺟語で作⽂
→やさしい⽇本語で表現

考えるための枠や拠り所を⽰す



まずは⺟語でもOK

アメリカの弁護⼠
ジュディ・シェイドリンさんに
ついて調べた⽣徒のマッピング



来⽇４ヶ⽉のCさん
( JSLステージ２)



④習得したい⽇本語の表現
u⽇本語の表現
①「私のあこがれの⽣き⽅は〜です」
②「あこがれる⼈は〜」
③「あこがれる⼈のすごいところは〜」
④「これから私は〜」

在籍学級で使える⽇本語表現

表現⽀援



⑤ ICTを活⽤できる環境を作る

タブレットで調べる・書くもOK



⑤ICTを活⽤できる環境を作る
u書くことが苦⼿なFさん。
話すことは得意。書く前に話をする

T︓「あこがれの⼈はどんな⼈ですか︖」
S︓「あきらめない⼈」
T︓「たとえば、誰ですか︖」
S︓「先⽣です」
T︓「どうしてですか︖」
S︓「りゆうは〜」（⾃分の考えを話す）
T︓「今、先⽣に話したことをタブレットで書いてみて」

対話からことばを
引き出す

表現⽀援





u練習できる時間の確保
u進捗状況と本⼈の様⼦
uプレ発表の機会
u本⼈へプラスのフィードバック

⑥⼦どもに関係する先⽣⽅と連携

⼦どもが⾃信をもてるように

情意⽀援



Aさんの「あこがれの⽣き⽅」

マニーパッキャオから学ぶ「あきらめない⼼」





Bさんの「あこがれの⽣き⽅」

⽗から学ぶ「困っている⼈がいたら助ける」



Bさんの「あこがれの⼈」は「お⽗さん」



Bさんの「あこがれの⼈」は「お⽗さん」



⑦国際教室で練習して在籍学級へつなげる

⾃信をもって

班の代表



３．特別の教科「道徳」

・国際「道徳」は週に１時間
・国際の⽣徒が学年ごとに集合
・在籍学級と同じ題材

⾃⼰の⽣き⽅を考える道徳



・⾃分の考えをもつ
・協働的に学ぶ
・道徳的価値を考える

授業に参加できる環境づくり

授業づくりで⼤切にしたいこと



【視点】 【⽅法】
①教材研究・・・・・・実態、価値項⽬、必然性
②キーワードの焦点化・⽇本語＋⺟語
③資料理解の⽀援・・・視覚化、やさしい⽇本語
④協働的に学ぶ場・・・ホワイトボードの活⽤
⑤アウトプットの機会・グループで協⼒、⾔語化
⑥振り返り・・・・・・書き出しを提⽰

⼦どもが学ぶ環境づくり



①教材研究
u⽣徒の実態
→学校⾏事や普段の場⾯と価値項⽬をつなげる

u価値項⽬
→この時間に意識させたい価値を明確にする

u必然性
→なぜこの授業をするのか



②キーワードを焦点化
⽇本語＋⺟語

T︓(キーワードを書く)→何と読みますか︖
T︓読み⽅は「こうへい・こうせい」です。
T︓英語、ポルトガル語では…
T︓⼤切だと思う⼈︖→S︓全員そう思う
T︓私たちのまわりや世界では、いつでも、
どこでも⼤切にされているかな︖

⾃分が思っていること現実とのズレを課題化



③資料理解の⽀援Ⅰ

場⾯や状況、関係性や時系列→視覚化

理解⽀援



③資料理解の⽀援Ⅱ

キーワード 補助説明 ⼈物の⼼情・葛藤

理解⽀援



発問を通して考える

発問例
・「誠実」に⾏動するために⼤切な考えとは︖
・「働く」とはどういうことか︖
・「公正・公平」に⾏動するためにはどんな考えが必要か︖
・「いじめ」をなくすために⼤切なことは︖
・「命」について考えたこと

⾃分と関わらせて考えることができる「問い」

価値について考える→思考活動



④協働的に学ぶ

関係性を育てる場所づくり→思考は⺟語でもOK



⑤アウトプット（グループ内）

仲間と考えたことを⾔語化→⽇本語で表現

T︓話したことを◯◯さんの⾔える⽇本語で教えて



⑤アウトプット(全体)

聴き合える関係づくり

T︓聞く時の姿勢は︖

◯◯さんは何と
⾔った︖
⾔いたいこと
わかる︖

◯◯さん、
いい姿勢だね

◯◯さん、
よく聞いてるね



⑥振り返り

⾃分の⽣き⽅を⾒つめる書き始めは提⽰





４．⽇本語指導

・⾃分のことを⾃分の⾔葉で
・⾃分のキャリアを考える

「こどもの⽇本語ライブラリ」より
https://www.kodomokotoba.info/booklet/basicsearch_booklet_05.html

作⽂練習の教材
「⾃分のことノート」

https://www.kodomokotoba.info/booklet/basicsearch_booklet_05.html


第１課 「⽣まれてから、今までのこと」

⾃分のライフステージの⽂脈から書くことができる



第１課①
⽇本語表現
・何才の時に、〜ました
語彙
・⺟国、来⽇、⼊学、卒業

作⽂を書く



仲間と共に学ぶ



第２課 「僕・私の⾔葉」

⾃分の⺟語に対する肯定的な⾃⼰理解

第２課①
⽇本語表現
・私は◯◯語で
〜ができます
語彙
・⺟語、⺟国



「僕・私の⾔葉」
（JSLステージ３）

僕は電話でおじいちゃんとビサヤ
語で話すと安⼼します。
たくさんの⼈の前でスピーチをする
ときに緊張します。でも⽇本語のス
ピーチをするときはがんばります。
英語ではインターネットをしらべ
ることができます。英語で本を読む
こともできます。そして⾃分の気持
ちを話すことができます。ビサヤ語
と英語はたくさんいろいろなことが
できます。



⽇本語で⾃分のことを伝える機会
・国際教室で発表
・担任の先⽣に伝える
・学級での発表計画
・国際教室で練習
・在籍学級の朝の会で発表

学級の仲間との関係性



在籍学級で発表

⽇本語でこんなに
話すことができて
びっくりした。

Aさんが国際教室で
頑張っていること
が伝わってきた︕

高校日本語プロジェクト
楕円



その⼦のよさやがんばりを 在籍学級へ



アイデンティ
ティの形成と

⾃⼰実現に向
けて

u「この場所なら学ぶことができる」と思える
u⾃分の存在を⾃分で認めることができる
u将来への希望を抱くことができる
u学んだことが仲間との関係をつなげていく

こんな学びの場を作りたい
⼦どもが・・・



⼦どものそばにいる⼤⼈として

・信じる

・あきらめない

・つなげる


